
(57)【要約】
【課題】エチレン製造装置用分解炉の出口温度の測定を、従来の直接測定である保護管挿
入方式に代えて、保護管挿入による磨耗、破断等の問題がなく、かつ測定精度がほとんど
損なわれない測定方式を提供すること。
【解決手段】分解炉の出口配管曲がり部の温度センサー保護管取付け用の座部分に、内部
に温度センサーを収容した保護管を挿入した温度測定システムであって、出口配管内壁と
ほぼ同一面を形成する形状に加工された該保護管の先端が、出口配管内壁とほぼ同一面を
形成する位置にあることを特徴とするエチレン製造装置用分解炉の出口温度測定システム
。
【選択図】　なし 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
分 解 炉 の 出 口 配 管 曲 が り 部 の 温 度 セ ン サ ー 保 護 管 取 付 け 用 の 座 部 分 に 、 内 部 に 温 度 セ ン サ
ー を 収 容 し た 保 護 管 を 挿 入 し た 温 度 測 定 シ ス テ ム で あ っ て 、 出 口 配 管 内 壁 と ほ ぼ 同 一 面 を
形 成 す る 形 状 に 加 工 さ れ た 該 保 護 管 の 先 端 が 、 出 口 配 管 内 壁 と ほ ぼ 同 一 面 を 形 成 す る 位 置
に あ る こ と を 特 徴 と す る エ チ レ ン 製 造 装 置 用 分 解 炉 の 出 口 温 度 測 定 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 エ チ レ ン 製 造 装 置 （ エ チ レ ン プ ラ ン ト ） 用 分 解 炉 の 出 口 温 度 を 測 定 す る 温 度 測
定 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
エ チ レ ン プ ラ ン ト に お け る 主 工 程 の 一 つ に 、 ナ フ サ 、 あ る い は エ タ ン や プ ロ パ ン 、 灯 油 や
軽 油 な ど の 原 料 を 高 温 で 分 解 し て エ チ レ ン 、 プ ロ ピ レ ン 等 を 生 産 す る 工 程 が あ り 、 ナ フ サ
分 解 炉 な ど エ チ レ ン 製 造 装 置 用 分 解 炉 は 概 ね 次 の よ う に 構 成 さ れ て い る 。
バ ー ナ ー で ９ ０ ０ ～ １ ３ ０ ０ ℃ 程 度 ま で 加 温 さ れ た 分 解 炉 の 中 を 往 復 パ タ ー ン で め ぐ っ て
い る 配 管 で あ っ て 、 そ の 入 口 か ら ナ フ サ 等 原 料 と ス チ ー ム が 入 り 、 出 口 か ら 分 解 生 成 ガ ス
が 取 り 出 さ れ る と い う 配 管 パ ス が 十 数 本 並 べ ら れ て い る 。 ナ フ サ 等 原 料 の 分 解 温 度 は 、 ７
５ ０ か ら ８ ５ ０ ℃ 附 近 で あ り 、 通 常 、 分 解 炉 入 口 温 度 は ５ ０ ０ ℃ 程 度 、 分 解 炉 出 口 温 度 は
８ ０ ０ ℃ 程 度 に 設 定 さ れ る 。
こ こ で 、 エ チ レ ン 製 造 装 置 用 分 解 炉 の 出 口 温 度 の 制 御 は 、 分 解 収 率 に 影 響 す る た め 、 分 解
炉 出 口 温 度 は 正 確 に 測 定 さ れ る こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 、 エ チ レ ン 製 造 装 置 用 分 解 炉 の 出 口 温 度 の 測 定 に は 、 一 般 的 に 配 管 中 の 温 度 測 定 に 使
用 さ れ る 保 護 管 挿 入 方 式 （ 配 管 中 に 、 温 度 セ ン サ ー を 入 れ た 保 護 管 を 挿 入 す る ） が 用 い ら
れ て き た 。 正 確 な 測 定 の た め に 、 保 護 管 管 径 の １ ５ ～ ２ ０ 倍 の 配 管 内 挿 入 長 を 確 保 す る 必
要 が あ り 、 分 解 炉 出 口 配 管 の 曲 が り 部 分 を 利 用 し て 長 く 差 し 込 ま れ て き た 。
し か し な が ら 、 分 解 炉 出 口 は 、 高 温 で あ り 、 配 管 中 の 分 解 生 成 ガ ス の 流 速 は １ ０ ０ ～ ２ ０
０ ｍ ／ ｓ ｅ ｃ と 極 め て 早 く 、 ま た 、 曲 が り 部 分 の 配 管 で あ り 、 か つ 保 護 管 の 存 在 の た め に
、 流 体 の 流 れ が 複 雑 に な る 。 か な り の 長 さ で 挿 入 さ れ て い る 保 護 管 は 、 そ れ ら 流 体 の 力 が
作 用 し て 、 エ ロ ー ジ ョ ン （ 減 肉 ） や 磨 耗 し た り 、 あ る い は 曲 が り や 破 断 な ど が 起 こ り 、 破
損 部 分 か ら 分 解 生 成 ガ ス が 外 部 へ 噴 き 出 す と い う 事 態 に な る こ と さ え あ り 、 定 期 的 な 点 検
、 保 全 、 取 替 え が 必 要 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 エ チ レ ン 製 造 装 置 用 分 解 炉 の 出 口 温 度 の 測 定 を 、 従 来 の 直 接 測 定 で あ る 保 護 管
挿 入 方 式 に 代 え て 、 保 護 管 挿 入 に よ る 磨 耗 、 破 断 等 の 問 題 が な く 、 か つ 測 定 精 度 が ほ と ん
ど 損 な わ れ な い 測 定 方 式 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 ら が 種 々 検 討 し た 結 果 、 各 種 ト ラ ブ ル の 原 因 で あ る 保 護 管 の 曲 が り 部 配 管 中 へ の
挿 入 を や め 、 配 管 に 付 属 す る 保 護 管 取 付 け 用 の 座 部 分 の 金 属 塊 を 「 配 管 内 温 度 に 近 い 均 熱
帯 」 と し て 利 用 し て 、 該 均 熱 帯 の 中 へ 保 護 管 を 収 納 す れ ば 、 温 度 セ ン サ ー の 挿 入 長 不 足 に
よ る 誤 差 を 補 い 、 か つ 、 保 護 管 の 先 端 形 状 を 配 管 の 内 壁 と 近 似 の 構 造 と し 保 護 管 の 摩 耗 を
極 力 お さ え る こ と が で き る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
す な わ ち 、 本 発 明 は 、 分 解 炉 の 出 口 配 管 曲 が り 部 の 温 度 セ ン サ ー 保 護 管 取 付 け 用 の 座 部 分
に 、 内 部 に 温 度 セ ン サ ー を 収 容 し た 保 護 管 を 挿 入 し た 温 度 測 定 シ ス テ ム で あ っ て 、 出 口 配
管 内 壁 と ほ ぼ 同 一 面 を 形 成 す る 形 状 に 加 工 さ れ た 該 保 護 管 の 先 端 が 、 出 口 配 管 内 壁 と ほ ぼ
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同 一 面 を 形 成 す る 位 置 に あ る こ と を 特 徴 と す る エ チ レ ン 製 造 装 置 用 分 解 炉 の 出 口 温 度 測 定
シ ス テ ム を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 １ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 温 度 測 定 シ ス テ ム は 、 従 来 の 保 護 管 挿 入 方 式 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 温 度 セ
ン サ ー 入 り 保 護 管 の 分 解 炉 出 口 配 管 内 へ の 挿 入 を や め て 配 管 内 温 度 を 測 定 し よ う と す る も
の で あ り 、 以 下 の 構 成 を と る こ と に よ り 、 配 管 内 へ 挿 入 し な い こ と に よ る 温 度 測 定 の 誤 差
を で き る か ぎ り 小 さ く し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ １ ） 分 解 炉 出 口 配 管 １ の 曲 が り 部 に 付 属 す る 温 度 セ ン サ ー 保 護 管 取 付 け 用 の 座 部 分 の 金
属 塊 ２ を 「 配 管 内 温 度 に 近 い 均 熱 帯 」 と し て 利 用 す る 。 す な わ ち 、 こ れ ら 保 護 管 取 付 け 用
の 座 部 分 ２ は 配 管 と 同 じ 材 質 で あ る 耐 熱 ニ ッ ケ ル － ク ロ ム 系 鋼 材 で 肉 厚 で あ り 、 配 管 内 温
度 に 近 い 温 度 を 有 す る 熱 容 量 の あ る 均 熱 帯 で あ る か ら 、 こ の 中 で 温 度 測 定 を 行 う こ と に よ
り 、 温 度 セ ン サ ー 入 り 保 護 管 を 配 管 内 へ 挿 入 し な く と も 、 配 管 内 温 度 の 近 似 値 と し て の 測
定 値 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ ２ ） 温 度 セ ン サ ー 保 護 管 ３ を 上 記 金 属 塊 均 熱 帯 の 中 へ 収 納 し 、 金 属 塊 均 熱 帯 お よ び ガ イ
ド パ イ プ ４ か ら 外 部 へ の 放 熱 を 断 熱 材 層 ５ 、 ６ に よ る 断 熱 に よ っ て 小 さ く し 、 温 度 セ ン サ
ー ７ の 挿 入 長 不 足 に よ る 誤 差 を 補 っ た 。 す な わ ち 、 上 記 温 度 セ ン サ ー 保 護 管 取 付 け 用 の 座
部 分 の 金 属 塊 か ら な る 「 配 管 内 温 度 に 近 い 均 熱 帯 」 の 中 へ 、 温 度 セ ン サ ー ７ を 収 容 し た 保
護 管 を 収 め 、 外 部 へ の 放 熱 を 小 さ く す る た め に 金 属 塊 均 熱 帯 お よ び ガ イ ド パ イ プ 外 側 に 断
熱 材 層 ５ 、 ６ を 形 成 す る 。
断 熱 材 と し て は 、 分 解 炉 出 口 配 管 の ８ ０ ０ ℃ も の 高 温 の 測 定 の た め で あ る か ら 、 そ の 放 熱
防 止 に は 高 温 用 珪 酸 カ ル シ ウ ム 、 セ ラ ミ ッ ク フ ァ イ バ ー な ど の 高 温 用 断 熱 材 が 好 適 に 使 用
さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ ３ ） 保 護 管 ３ と 温 度 セ ン サ ー ７ の 伝 熱 、 熱 対 流 等 に よ る 誤 差 を 小 さ く す る た め 、 温 度 セ
ン サ ー 先 端 部 は 、 保 護 管 ３ と 温 度 セ ン サ ー ７ と の 隙 間 を 小 さ く し 、 温 度 セ ン サ ー 上 方 部 は
、 温 度 セ ン サ ー ７ の 直 径 を 細 く す る こ と で 温 度 セ ン サ ー ７ の 伝 熱 、 放 熱 量 を 小 さ く し た 。
す な わ ち 、 従 来 、 温 度 セ ン サ ー に 用 い ら れ る 熱 電 対 の 直 径 は 、 通 常 、 外 径 ６ ． ４ ｍ ｍ で あ
る が 、 温 度 セ ン サ ー 先 端 部 は 、 直 径 ５ ｍ ｍ 程 度 で か つ ７ ５ ｍ ｍ 程 度 の 長 さ と し 、 そ の 径 に
で き る だ け 近 い 内 径 と し た 保 護 管 ３ の 温 度 セ ン サ ー 収 容 部 に 収 容 す る 。 ま た 、 温 度 セ ン サ
ー 上 方 部 は 、 直 径 を １ ． ６ ｍ ｍ 程 度 の 細 さ と す る 。
温 度 セ ン サ ー ７ は 、 そ の 上 方 部 か ら リ ー ド 線 に よ り 測 定 器 に つ な が れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ ４ ） 配 管 内 壁 と ほ ぼ 同 一 面 に 位 置 さ せ た 保 護 管 ３ の 先 端 部 の 形 状 は 、 配 管 １ の 内 壁 と 近
似 の 構 造 と し て 保 護 管 ３ の 摩 耗 を 極 力 防 止 す る 。 す な わ ち 、 保 護 管 ３ は 先 端 形 状 を 配 管 内
壁 の 形 状 に 合 わ せ た も の を 作 製 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 実 施 例 】
ナ フ サ 分 解 炉 の 出 口 配 管 の 曲 が り 部 に 付 属 す る 温 度 セ ン サ ー 保 護 管 取 付 け 用 の 座 部 分 の 中
に 、 直 径 ５ ｍ ｍ 、 長 さ ７ ５ ｍ ｍ の シ ー ス 熱 電 対 か ら な る 温 度 セ ン サ ー 先 端 部 を 内 径 ５ ． ３
ｍ ｍ の セ ン サ ー 収 容 部 に 収 め 、 か つ 、 そ の 先 端 部 形 状 を 配 管 内 側 の 形 状 に 合 わ せ て 作 製 し
た 温 度 セ ン サ ー 保 護 管 を 、 先 端 部 を 配 管 内 壁 面 に 合 わ せ た 位 置 で 固 定 し て 、 ナ フ サ 分 解 炉
の 出 口 配 管 内 の 温 度 を 測 定 し た 。 な お 、 温 度 セ ン サ ー 保 護 管 は 、 保 護 管 取 付 け 用 の 座 部 分
に 続 く ガ イ ド パ イ プ の 中 を 通 っ て お り 、 そ の 中 を 直 径 １ ． ６ ｍ ｍ の 温 度 セ ン サ ー 上 方 部 が
通 り 、 そ の 後 、 リ ー ド 線 に よ っ て 測 定 器 に つ な い だ 。
放 熱 防 止 の た め の 断 熱 材 と し て 、 座 部 分 均 熱 帯 に は 、 高 温 用 珪 酸 カ ル シ ウ ム を ５ ０ ｍ ｍ 、
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セ ラ ミ ッ ク フ ァ イ バ ー を １ ２ ． ５ ｍ ｍ 巻 き つ け 、 ガ イ ド パ イ プ 部 分 に は 高 温 用 珪 酸 カ ル シ
ウ ム を ５ ０ ｍ ｍ 巻 き つ け た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
別 途 、 同 じ ナ フ サ 分 解 炉 の 出 口 配 管 の 曲 が り 部 で 従 来 の 測 定 と 同 じ 温 度 セ ン サ ー 、 保 護 管
を 使 用 し て 、 配 管 内 に 保 護 管 を １ ５ ０ ｍ ｍ 挿 入 す る 従 来 方 式 に よ り 測 定 し た 。 本 発 明 の 温
度 測 定 シ ス テ ム に よ り 測 定 し た 結 果 は 、 従 来 方 式 に よ る 測 定 結 果 よ り も ５ ℃ 以 内 低 か っ た
の み で あ る 。
す な わ ち 、 本 発 明 の 温 度 測 定 シ ス テ ム は 、 保 護 管 を 配 管 内 へ 挿 入 し な い に も か か わ ら ず 、
ナ フ サ 分 解 炉 出 口 の ８ ５ ０ ℃ 附 近 の 高 温 測 定 に 十 分 対 応 で き る 測 定 精 度 で あ る こ と が 明 ら
か に な っ た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 温 度 測 定 シ ス テ ム は 、 分 解 炉 出 口 配 管 の 曲 が り 部 に 附 属 す る 均 熱 帯 の 中 へ 、 温 度
セ ン サ ー 保 護 管 を 挿 入 し 、 均 熱 帯 の 熱 容 量 を 利 用 す る こ と で 、 配 管 内 へ 温 度 セ ン サ ー 保 護
管 を 露 出 し な い 方 法 で 温 度 を 測 定 す る も の で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 エ チ レ ン 製 造 装 置 用 分
解 炉 の 出 口 温 度 に つ い て 実 用 上 支 障 の な い 測 定 値 を 得 る こ と が で き 、 か つ 、 保 護 管 の 摩 耗
、 変 形 、 破 断 が 解 消 さ れ 取 替 え が 不 要 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 温 度 測 定 シ ス テ ム の 概 要 を 示 す 断 面 概 念 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 分 解 炉 出 口 配 管
２ 　 保 護 管 取 付 け 用 の 座 部 分 の 金 属 塊
３ 　 温 度 セ ン サ ー 保 護 管
４ 　 ガ イ ド パ イ プ
５ 　 断 熱 材 層
６ 　 断 熱 材 層
７ 　 温 度 セ ン サ ー
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【 図 １ 】
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